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令
和
二
年
度
の
発
掘
調
査
が
始
ま
り
ま
す 

写真 3　基礎データ作成の様子（上）と笹平遺跡出土土器（下）

　

今
年
度
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
設
楽
ダ
ム
に
関
わ
る
発
掘
調
査
を
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
設
楽
ダ
ム
に
関
連
す
る
工
事
予
定
地
や
水

没
す
る
地
区
に
は
数
多
く
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
が
、
工
事
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
た
り
水
没
し
た
り

す
る
遺い

せ
き跡

に
つ
い
て
は
、
遺い

ぶ
つ物

や
記
録
を
残
す
必
要
が
あ
る
た
め
、
こ
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。 

　

令
和
二
年
度
で
は
、
本
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
区
域
を
調
べ
る
本
発
掘
調
査
Ａ
（
い
わ
ゆ

る
範
囲
確
認
調
査
）
と
、
滅
失
す
る
遺
跡
全
体
を
対
象
と
す
る
本
発
掘
調
査
B
（
い
わ
ゆ
る
本

調
査
）
の
両
方
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
本
発
掘
調
査
B
を
行
う
遺
跡
は
、
大
名
倉
地
区
の

胡く
る
み
く
ぼ

桃
窪
遺
跡
、
川
向
地
区
の
上か

み

ヲ
ロ
ウ
・
下し

も

ヲ
ロ
ウ
遺
跡
と
下し

も
の
べ
ざ
か

延
坂
遺
跡
、
田
口
地
区
の
添そ

え
ざ
わ沢

遺
跡
の
四
遺
跡
で
す
。
ま
た
、
本
発
掘
調
査
Ａ
を
行
う
遺
跡
は
小
松
地
区
の
マ
サ
ノ
沢さ

わ

遺
跡

と
田
口
地
区
の
添そ

え
ざ
わ沢

遺
跡
の
二
遺
跡
で
す
。
発
掘
調
査
を
担
当
す
る
の
は
鈴す

ず
き
 
ま
さ
た
か

木
正
貴
、
堀ほ

り
き木

真ま

み

こ
美
子
、
蔭か

げ
や
ま山

誠せ
い
い
ち一

、
川か

わ
ぞ
え添

和か
ず
あ
き暁

、
鈴す

ず
き木

恵け
い
す
け介

、
渡わ

た
な
べ邉　

峻
し
ゅ
ん

、
田た

な
か中　

良
り
ょ
う

、
河か

わ
し
ま嶋

優ゆ
う
き輝

、
宮み

や
こ
し腰

健け
ん
じ司

の
九
名
の
調
査
員
で
、
国
際
文
化
財
株
式
会
社
の
支
援
を
受
け
て
進
め
て
参
り
ま
す
。
調

査
を
円
滑
に
行
う
に
は
、
地
元
の
皆
様
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く
こ
と
が
最
も
大
切
と
考
え
て
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
発
掘
調
査
を
終
え
た
遺
跡
の
整
理
調
査
に
つ
い
て
は
、
三
遺
跡
を
対
象
に
弥
富
市
に

あ
る
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
平
成
二
十
七
年
度
に

発
掘
調
査
し
た
小
松
地
区
の
笹

さ
さ
だ
い
ら平

遺
跡
（
今
年
度
で
二
年
目
）、同
じ
く
川
向
地
区
の
大お

お
ぐ
り栗

遺
跡
、

平
成
二
十
八
年
度
に
発
掘
調
査
し
た
小
松
地
区
の
マ
サ
ノ
沢
遺
跡
の
三
遺
跡
の
整
理
作
業
を
、

そ
れ
ぞ
れ
鈴
木
正
貴
、
樋ひ

が
み上　

昇
の
ぼ
る

、
永な

が
い井

宏ひ
ろ
ゆ
き幸

が
担
当
し
ま
す
。
今
年
度
は
発
掘
調
査
報
告
書

の
刊
行
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
笹
平
遺
跡
と
大
栗
遺
跡
の
発
掘
調
査
報
告
書
に
つ
い
て
は

令
和
三
年
度
末
に
刊
行
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

発
掘
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
設
楽
町
田
口
の
旧
県
保
健
所
に
愛
知
県

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
設
楽
事
務
所
を
拠
点
に
し
、
こ
の
「
設
楽
発
掘
通
信
」
を
発
行
し
、
各

遺
跡
の
地
元
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
て
、
皆
様
に
調
査
成
果
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。 

(

鈴
木 

正
貴) 

笹
平
遺
跡
の
室
内
整
理
調
査　

　

今
年
度
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
本
部
で
は
、
笹
平
遺
跡
・
マ
サ
ノ
沢
遺
跡
お
よ
び
大

栗
遺
跡
の
室
内
整
理
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
、
平
成
二
十
七
年

度
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
笹
平
遺
跡
に
つ
い
て
、
そ
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

笹
平
遺
跡
の
室
内
整
理
調
査
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
二
カ
年
計
画
で
実
施
し
て
お
り
、
今

年
度
は
そ
の
二
年
目
で
す
。
主
に
出
土
遺
物
に
関
わ
る
作
業
を
中
心
に
行
っ
て
お
り
、
遺
物

の
分ぶ

ん
る
い類

・
接せ

つ
ご
う合

・
復ふ

く
げ
ん元

・
実じ

っ
そ
く測

・
写し

ゃ
し
ん
さ
つ
え
い

真
撮
影
の
各
作
業
を
経
て
、
報
告
書
原
稿
の
体
裁
へ
と

整
え
て
い
き
ま
す
。

　

但
し
、
こ
れ
ら
の
作
業
を
行
う
前
に
、
出
土
遺
物
全
体
を
把
握
す
る
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ

の
作
成
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
土
器
で
は
、
深ふ

か
ば
ち鉢

や
注

ち
ゅ
う
こ
う口

土
器
な
ど
の
器き

し
ゅ種

（
種
類
）、
口

縁
部･

胴
部
・
底
部
な
ど
の
土
器
の
部
位
、
さ
ら
に
は
文も

ん
よ
う様

・
調
整
や
胎
土
か
ら
帰
属
時
期

の
同
定
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
発
掘
調
査
で
の
出
土
位
置
記
録
を
合
わ
せ
る
と
、
ど
の
土
器

が
、
ど
こ
か
ら
、
そ
し
て
ど
れ
ぐ
ら
い
出
土
し
た
か
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

の
基
礎
デ
ー
タ
か
ら
、
実
測
や
写
真
掲
載
資
料
を
選
定
し
て
い
き
ま
す
。
現
在
ま
で
の
と
こ

ろ
、
土
器
は
一
万
四
千
五
百
点
ほ
ど
で
、
総
重
量
三
〇
八
・
九
キ
ロ
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
石
器
に
つ
い
て
も
同
様
の
基
礎
デ
ー
タ
作
成
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、

石せ
き
ぞ
く鏃

や
打だ

せ
い製

石せ
き
ふ斧

な
ど
の
器
種
（
種
類
）
や
細
か
い
分
類
、使
用
石
材
な
ど
の
情
報
を
と
り
、

発
掘
調
査
で
の
出
土
位
置
情
報
と
合
わ
せ
て
、
ど
の
石
器
が
、
ど
こ
か
ら
、
ど
の
ぐ
ら
い
出

土
し
て
い
る
の
か
の
把
握
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
現
在
一
万
百
五
十
点
ほ
ど
の
出

土
資
料
を
確
認
し
、
そ
の
う
ち
四
千
点
ほ
ど
で
五
八
〇
キ
ロ
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

報
告
書
で
は
、
実
測
図
や
写
真
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
見
栄
え
の
い
い
大
き
な
資
料
に
目

が
行
き
が
ち
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
遺
跡
の
あ
ら
ま
し
を
知
る
に
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
が
手
か

が
り
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
当
時
の
ヒ
ト
た
ち
が
、
遺
跡
で
行
っ
た
活
動
を
詳
細

に
復
元
す
る
に
は
、
す
べ
て
の
出
土
し
た
資
料
に
つ
い
て
、
ど
の
場
所
か
ら
、
ど
の
よ
う
な

種
類
、
さ
ら
に
は
ど
の
よ
う
な
状
態
（
残
存
状
況
）
で
出
土
し
た
か
を
、
把
握
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
圧
倒
的
多
数
の
破
片
資
料
を
相
手
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

室
内
整
理
調
査
は
、
発
掘
調
査
に
比
べ
る
と
、
地
味
で
手
間
が
掛
か
り
ま
す
。
し
か
し
、

最
終
的
に
遺
跡
の
復
元
を
行
う
た
め
に
は
必
須
の
作
業
で
あ
り
、
こ
れ
が
行
わ
れ
な
い
限

り
、
遺
跡
全
体
の
様
相
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。　
　
　
　
（
川
添 

和
暁
）

令和２年度調査遺跡（本発掘調査Ｂ）

常時満水437mの範囲

設楽ダム関連令和２年度調査遺跡

設楽ダム事業により影響を受ける遺跡

令和２年度調査遺跡（本発掘調査Ａ）

本発掘調査Ｂ（下延坂遺跡）

笹平遺跡

丸瀬遺跡

柿平遺跡

中屋地遺跡

下り道遺跡

根道外遺跡

本発掘調査Ａ（マサノ沢遺跡）

八橋谷合遺跡

向橋遺跡

永江沢遺跡

大空前遺跡 川向近沢遺跡

大畑遺跡

中村遺跡

川向東貝津遺跡

南ヶ岳遺跡

八橋大平遺跡

上戸神遺跡

川向萩ノ平沢遺跡

川向力石遺跡川向向山遺跡

大栗遺跡

万瀬遺跡

大名倉遺跡

日掛遺跡

西地・東地遺跡

大名倉丸山遺跡

田口西貝津遺跡

田口シウキ遺跡

大崎遺跡

松戸遺跡

石原遺跡

本発掘調査Ｂ（上ヲロウ・下ヲロウ遺跡）

本発掘調査Ａ・Ｂ（添沢遺跡）

本発掘調査Ｂ（胡桃窪遺跡）

滝瀬遺跡

ハラビ平遺跡

4

国土地理院発行　２万５千分の１地形図「田口」　H27.1.1刊行より作成
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令
和
二
年
度
の
調
査
員
紹
介

今
年
度
は
私
た
ち
が
担
当
し
ま
す
。

副センター長兼
調査課長
池本正明

主任専門員
鈴木正貴

調査研究専門員
鬼頭　剛

調査研究専門員
川添和暁

調査研究主事
　田中　良

調査研究専門員
蔭山誠一

調査研究専門員
堀木真美子

調査研究主任
鈴木恵介

調査研究主事
渡邉　峻

調査研究主事
河嶋優輝

調査研究嘱託員
宮腰健司

上
ヲ
ロ
ウ
・
下
ヲ
ロ
ウ
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
担
当

下
延
坂
遺
跡
を
担
当

自
然
科
学
分
析
を
担
当

胡
桃
窪
遺
跡
を
担
当

添
沢
遺
跡
と

　
　
マ
サ
ノ
沢
遺
跡
を
担
当

令和元年度 設楽ダム関連発掘調査成果報告会

新設楽発見伝６
日時：令和２年３月７日（土）

会場：設楽町役場議場

配付資料

13時30分～13時 40 分

　令和元年度の設楽ダム関連の発掘調査について　　　  　  伊藤真央　
13時 40 分～14 時 00 分

　報告１　上ヲロウ・下ヲロウ遺跡の発掘調査 永井宏幸　
14時 00 分～14 時 20 分

　報告２　石原遺跡の発掘調査 田中　良
14時 20 分～14 時 40 分

　報告３　万瀬遺跡の発掘調査 河嶋優輝

====================================== 休　　　憩 =====================================

14 時 50 分～15 時 50 分

　講演　　信州の遺跡・遺物からみた設楽地域　　　　　綿田弘実
15時 50 分～16 時 30 分

　座談会　縄文時代の設楽―ヒト・モノ・コトの動き―　　聞き手     川添和暁

進行・司会　尾崎綾亮

報告会次第・目次

設楽町教育委員会　
国土交通省中部地方整備局設楽ダム工事事務所
　　　　　愛知県埋蔵文化財センター
愛知県教育委員会

主催

（公財）愛知県教育・
スポーツ振興財団

（愛知県教育委員会）

（愛知県埋蔵文化財センター）

（愛知県埋蔵文化財センター）

（愛知県埋蔵文化財センター）

（愛知県埋蔵文化財センター）

（長野県埋蔵文化財センター）

（愛知県埋蔵文化財調査センター）

設楽ダム関連埋蔵文化財包蔵地（遺跡）と周辺遺跡

・・・・・・・・  4

・・・・・・・・  6

・・・・・・・ 10

・・・・・・・・14

・・・・・・・・  2

・・・・・・・・26

写真１　愛知県埋蔵文化財調査センター館内展示の様子
昨年度の設楽ダム関連調査の展示がしてあります。

写真２　『新設楽発見伝６』配付資料

本誌は、愛知県埋蔵文化財センター
ホームページから

ダウンロードできます。
是非、アクセスしてみて下さい。

新
設
楽
発
見
伝
６
に
つ
い
て　

　

設
楽
ダ
ム
関
連
調
査
が
本
格
的
に
始
ま
っ
て
以
来
、
毎
年
三
月
初
旬
に
開
催
し
て
い
ま
し

た
成
果
報
告
会
「
新
設
楽
発
見
伝
」
は
、三
月
七
日
（
土
）
に
第
六
回
目
を
開
催
す
る
予
定
で
、

今
年
一
月
か
ら
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
開
催
が
難
し
く
な
り
、
二
月
末
に
開
催
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
楽

し
み
に
し
て
い
た
皆
様
に
は
、
大
変
心
苦
し
い
限
り
で
す
。
年
に
一
度
、
町
民
皆
様
に
事
業

成
果
の
ご
説
明
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ス
タ
ッ
フ
一
同
も
、
大
変
残
念
に
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

今
回
は
、
上
ヲ
ロ
ウ
・
下
ヲ
ロ
ウ
遺
跡
、
石い

し
は
ら原

遺
跡
、
そ
し
て
万ま

ん
ぜ瀬

遺
跡
の
発
掘
調
査
成

果
を
ま
と
め
て
ご
報
告
す
る
予
定
で
し
た
。
各
遺
跡
と
も
、
現
地
で
の
地
元
説
明
会
は
開
催

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
「
設
楽
発
掘
通
信
」
内
で
調
査
速
報
は
、
随
時
掲
載
し
て
お
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
発
掘
調
査
を
す
べ
て
終
え
て
、
成
果
を
一
挙
に
報
告
す
る
機
会
は
、
情
報

発
信
す
る
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
、
調
査
成
果
を
再
度
考
え
る
上

で
、
こ
の
上
な
い
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
と
て
も
良
い
状
態
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

情
報
を
、
皆
様
に
お
伝
え
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
と
て
も
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
今

回
は
、
長
野
県
か
ら
縄
文
時
代
研
究
者
で
あ
る
綿わ

た
だ田

弘ひ
ろ
み実

さ
ん
を
お
招
き
し
て
の
ご
講
演
も

企
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
も
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
回
、
開
催
が
か
な
わ
な
か
っ
た
成
果
報
告
会
の
配
付
資
料
は
、
例
年
通
り
作
成

し
て
お
り
ま
す
。
報
告
予
定
で
あ
っ
た
、
三
遺
跡
の
調
査
成
果
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

ご
講
演
予
定
で
あ
っ
た
綿
田
さ
ん
の
要
旨
も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
設
楽
ダ
ム

関
連
調
査
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
新
た
な
縄
文
時
代
研
究
成
果
に
も
、
注
目
で
す
。

　

弥
富
市
に
あ
る
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
で
は
、
四
月
初
旬
か
ら
春
の
埋
蔵
文
化
財
展

と
し
て
、「
弥
富
新
発
見
伝
'20
」
が
準
備
さ
れ
て
お
り
、現
在
館
内
に
は
「
新
設
楽
発
見
伝
６
」

で
報
告
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
調
査
成
果
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
五
月
現
在
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
閉
館
中
で
す
が
、
今
年
度
い
っ
ぱ
い
展
示
の
予

定
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
な
ど
の
状
況
が
解
消
さ
れ
た
際
に
は
、
遠

方
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
是
非
、
お
越
し
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
川
添 

和
暁
）

専
門
は
中
世
で
、
信
仰
と
か

葬そ
う
そ
う送

墓ぼ
せ
い制

に
関
心
が
あ
り
ま

す
。
設
楽
の
調
査
現
場
に
は
、

月
に
一
回
程
度
登
場
し
ま
す
。

考
古
学
を
学
問
的
背
景
と
す
る

埋
蔵
文
化
財
調
査
は
、
常
に
新
し

い
発
見
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
し
っ
か
り
調
査
し
て
、
い
ち

早
く
皆
様
に
お
伝
え
で
き
れ
ば

と
、
思
い
ま
す
。

田
中　

良
で
す
。
専
門
は
縄
文

時
代
草
創
期
の
木
葉
形
尖
頭
器

と
有
舌
尖
頭
器
で
す
。
今
年
度

も
発
掘
通
信
や
地
元
説
明
会
を

通
じ
て
、
み
な
さ
ま
に
最
新
の

調
査
成
果
を
お
届
け
し
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

設
楽
三
回
（
年
）
目

の
担
当
の
蔭
山
で

す
。
も
っ
ぱ
ら
中
世

以
後
の
遺
跡
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
が
、

専
門
は
弥
生
時
代
の

竪
穴
住
居
で
す
。

今
年
、
設
楽
地

区
に
配
属
さ
れ

た
堀
木
で
す
。

学
生
時
代
は
設

楽
の
山
中
で
岩

石
を
観
察
し
て

い
ま
し
た
。

地
層
か
ら
遺
跡
の
立
地
場
所
の
成
り

立
ち
を
調
べ
て
い
ま
す
。
発
掘
が
終

わ
り
に
近
づ
く
こ
ろ
、
調
査
区
に
お

邪
魔
を
し
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続

き
、
今
年
度
も

設
楽
地
区
担
当

に
な
り
ま
し
た
。

遠
い
昔
の
大
学

の
頃
か
ら
弥
生

時
代
に
興
味
を

持
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
に
引
き
続

き
設
楽
町
で
の
調

査
を
担
当
し
ま
す

河
嶋
で
す
。
専
門

は
古
代
で
す
が
、

他
時
代
の
遺
構
や

遺
物
も
勉
強
中
で

す
。

二
〇
一
七
年
度
の
大

畑
遺
跡
以
来
、
三
年

ぶ
り
に
設
楽
ダ
ム
関

連
遺
跡
の
調
査
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
担
当
は
胡
桃

窪
遺
跡
で
す
。

本
年
度
よ
り
新

し
く
参
加
し
ま

す
、
渡
邉
峻
で

す
。
専
門
は
縄

文
時
代
後
期
の

土
器
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

調
査
課
の
鈴
木
正
貴
で
す
。
こ

れ
ま
で
に
二
〇
〇
九
年
の
範

囲
確
認
調
査
、
二
〇
一
四
年
、

二
〇
一
五
年
、
二
〇
一
七
年
の

本
調
査
、
二
〇
一
八
年
の
調
整
を

担
当
し
て
お
り
、
本
年
度
が
六
回

目
と
な
り
ま
す
。
主
に
鎌
倉
時
代

か
ら
江
戸
時
代
の
集
落
遺
跡
や
都

市
遺
跡
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
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令
和
二
年
度
の
発
掘
調
査
が
始
ま
り
ま
す 

写真 3　基礎データ作成の様子（上）と笹平遺跡出土土器（下）

　

今
年
度
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
設
楽
ダ
ム
に
関
わ
る
発
掘
調
査
を
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
設
楽
ダ
ム
に
関
連
す
る
工
事
予
定
地
や
水

没
す
る
地
区
に
は
数
多
く
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
が
、
工
事
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
た
り
水
没
し
た
り

す
る
遺い

せ
き跡

に
つ
い
て
は
、
遺い

ぶ
つ物

や
記
録
を
残
す
必
要
が
あ
る
た
め
、
こ
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。 

　

令
和
二
年
度
で
は
、
本
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
区
域
を
調
べ
る
本
発
掘
調
査
Ａ
（
い
わ
ゆ

る
範
囲
確
認
調
査
）
と
、
滅
失
す
る
遺
跡
全
体
を
対
象
と
す
る
本
発
掘
調
査
B
（
い
わ
ゆ
る
本

調
査
）
の
両
方
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
本
発
掘
調
査
B
を
行
う
遺
跡
は
、
大
名
倉
地
区
の

胡く
る
み
く
ぼ

桃
窪
遺
跡
、
川
向
地
区
の
上か

み

ヲ
ロ
ウ
・
下し

も

ヲ
ロ
ウ
遺
跡
と
下し

も
の
べ
ざ
か

延
坂
遺
跡
、
田
口
地
区
の
添そ

え
ざ
わ沢

遺
跡
の
四
遺
跡
で
す
。
ま
た
、
本
発
掘
調
査
Ａ
を
行
う
遺
跡
は
小
松
地
区
の
マ
サ
ノ
沢さ

わ

遺
跡

と
田
口
地
区
の
添そ

え
ざ
わ沢

遺
跡
の
二
遺
跡
で
す
。
発
掘
調
査
を
担
当
す
る
の
は
鈴す

ず
き
 
ま
さ
た
か

木
正
貴
、
堀ほ

り
き木

真ま

み

こ
美
子
、
蔭か

げ
や
ま山

誠せ
い
い
ち一

、
川か

わ
ぞ
え添

和か
ず
あ
き暁

、
鈴す

ず
き木

恵け
い
す
け介

、
渡わ

た
な
べ邉　

峻
し
ゅ
ん

、
田た

な
か中　

良
り
ょ
う

、
河か

わ
し
ま嶋

優ゆ
う
き輝

、
宮み

や
こ
し腰

健け
ん
じ司

の
九
名
の
調
査
員
で
、
国
際
文
化
財
株
式
会
社
の
支
援
を
受
け
て
進
め
て
参
り
ま
す
。
調

査
を
円
滑
に
行
う
に
は
、
地
元
の
皆
様
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く
こ
と
が
最
も
大
切
と
考
え
て
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
発
掘
調
査
を
終
え
た
遺
跡
の
整
理
調
査
に
つ
い
て
は
、
三
遺
跡
を
対
象
に
弥
富
市
に

あ
る
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
平
成
二
十
七
年
度
に

発
掘
調
査
し
た
小
松
地
区
の
笹

さ
さ
だ
い
ら平

遺
跡
（
今
年
度
で
二
年
目
）、同
じ
く
川
向
地
区
の
大お

お
ぐ
り栗

遺
跡
、

平
成
二
十
八
年
度
に
発
掘
調
査
し
た
小
松
地
区
の
マ
サ
ノ
沢
遺
跡
の
三
遺
跡
の
整
理
作
業
を
、

そ
れ
ぞ
れ
鈴
木
正
貴
、
樋ひ

が
み上　

昇
の
ぼ
る

、
永な

が
い井

宏ひ
ろ
ゆ
き幸

が
担
当
し
ま
す
。
今
年
度
は
発
掘
調
査
報
告
書

の
刊
行
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
笹
平
遺
跡
と
大
栗
遺
跡
の
発
掘
調
査
報
告
書
に
つ
い
て
は

令
和
三
年
度
末
に
刊
行
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

発
掘
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
設
楽
町
田
口
の
旧
県
保
健
所
に
愛
知
県

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
設
楽
事
務
所
を
拠
点
に
し
、
こ
の
「
設
楽
発
掘
通
信
」
を
発
行
し
、
各

遺
跡
の
地
元
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
て
、
皆
様
に
調
査
成
果
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。 

(

鈴
木 

正
貴) 

笹
平
遺
跡
の
室
内
整
理
調
査　

　

今
年
度
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
本
部
で
は
、
笹
平
遺
跡
・
マ
サ
ノ
沢
遺
跡
お
よ
び
大

栗
遺
跡
の
室
内
整
理
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
、
平
成
二
十
七
年

度
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
笹
平
遺
跡
に
つ
い
て
、
そ
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

笹
平
遺
跡
の
室
内
整
理
調
査
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
二
カ
年
計
画
で
実
施
し
て
お
り
、
今

年
度
は
そ
の
二
年
目
で
す
。
主
に
出
土
遺
物
に
関
わ
る
作
業
を
中
心
に
行
っ
て
お
り
、
遺
物

の
分ぶ

ん
る
い類

・
接せ

つ
ご
う合

・
復ふ

く
げ
ん元

・
実じ

っ
そ
く測

・
写し

ゃ
し
ん
さ
つ
え
い

真
撮
影
の
各
作
業
を
経
て
、
報
告
書
原
稿
の
体
裁
へ
と

整
え
て
い
き
ま
す
。

　

但
し
、
こ
れ
ら
の
作
業
を
行
う
前
に
、
出
土
遺
物
全
体
を
把
握
す
る
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ

の
作
成
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
土
器
で
は
、
深ふ

か
ば
ち鉢

や
注

ち
ゅ
う
こ
う口

土
器
な
ど
の
器き

し
ゅ種

（
種
類
）、
口

縁
部･

胴
部
・
底
部
な
ど
の
土
器
の
部
位
、
さ
ら
に
は
文も

ん
よ
う様

・
調
整
や
胎
土
か
ら
帰
属
時
期

の
同
定
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
発
掘
調
査
で
の
出
土
位
置
記
録
を
合
わ
せ
る
と
、
ど
の
土
器

が
、
ど
こ
か
ら
、
そ
し
て
ど
れ
ぐ
ら
い
出
土
し
た
か
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

の
基
礎
デ
ー
タ
か
ら
、
実
測
や
写
真
掲
載
資
料
を
選
定
し
て
い
き
ま
す
。
現
在
ま
で
の
と
こ

ろ
、
土
器
は
一
万
四
千
五
百
点
ほ
ど
で
、
総
重
量
三
〇
八
・
九
キ
ロ
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
石
器
に
つ
い
て
も
同
様
の
基
礎
デ
ー
タ
作
成
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、

石せ
き
ぞ
く鏃

や
打だ

せ
い製

石せ
き
ふ斧

な
ど
の
器
種
（
種
類
）
や
細
か
い
分
類
、使
用
石
材
な
ど
の
情
報
を
と
り
、

発
掘
調
査
で
の
出
土
位
置
情
報
と
合
わ
せ
て
、
ど
の
石
器
が
、
ど
こ
か
ら
、
ど
の
ぐ
ら
い
出

土
し
て
い
る
の
か
の
把
握
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
現
在
一
万
百
五
十
点
ほ
ど
の
出

土
資
料
を
確
認
し
、
そ
の
う
ち
四
千
点
ほ
ど
で
五
八
〇
キ
ロ
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

報
告
書
で
は
、
実
測
図
や
写
真
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
見
栄
え
の
い
い
大
き
な
資
料
に
目

が
行
き
が
ち
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
遺
跡
の
あ
ら
ま
し
を
知
る
に
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
が
手
か

が
り
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
当
時
の
ヒ
ト
た
ち
が
、
遺
跡
で
行
っ
た
活
動
を
詳
細

に
復
元
す
る
に
は
、
す
べ
て
の
出
土
し
た
資
料
に
つ
い
て
、
ど
の
場
所
か
ら
、
ど
の
よ
う
な

種
類
、
さ
ら
に
は
ど
の
よ
う
な
状
態
（
残
存
状
況
）
で
出
土
し
た
か
を
、
把
握
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
圧
倒
的
多
数
の
破
片
資
料
を
相
手
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

室
内
整
理
調
査
は
、
発
掘
調
査
に
比
べ
る
と
、
地
味
で
手
間
が
掛
か
り
ま
す
。
し
か
し
、

最
終
的
に
遺
跡
の
復
元
を
行
う
た
め
に
は
必
須
の
作
業
で
あ
り
、
こ
れ
が
行
わ
れ
な
い
限

り
、
遺
跡
全
体
の
様
相
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。　
　
　
　
（
川
添 

和
暁
）

令和２年度調査遺跡（本発掘調査Ｂ）

常時満水437mの範囲

設楽ダム関連令和２年度調査遺跡

設楽ダム事業により影響を受ける遺跡

令和２年度調査遺跡（本発掘調査Ａ）

本発掘調査Ｂ（下延坂遺跡）

笹平遺跡

丸瀬遺跡

柿平遺跡

中屋地遺跡

下り道遺跡

根道外遺跡

本発掘調査Ａ（マサノ沢遺跡）

八橋谷合遺跡

向橋遺跡

永江沢遺跡

大空前遺跡 川向近沢遺跡

大畑遺跡

中村遺跡

川向東貝津遺跡

南ヶ岳遺跡

八橋大平遺跡

上戸神遺跡

川向萩ノ平沢遺跡

川向力石遺跡川向向山遺跡

大栗遺跡

万瀬遺跡

大名倉遺跡

日掛遺跡

西地・東地遺跡

大名倉丸山遺跡

田口西貝津遺跡

田口シウキ遺跡

大崎遺跡

松戸遺跡

石原遺跡

本発掘調査Ｂ（上ヲロウ・下ヲロウ遺跡）

本発掘調査Ａ・Ｂ（添沢遺跡）

本発掘調査Ｂ（胡桃窪遺跡）

滝瀬遺跡

ハラビ平遺跡
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